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令和 3 年度 第 2 回 第 2 部会（協働、健康・福祉） 会議概要 

日 時 令和３年 6 月７日（月）午後 3 時～ 

会 場 中央区役所 5 階 対策室１ 

出席委員 
日野浦委員、梅川委員、山田委員、青山委員、影山委員、大谷委員、 

高橋(勝)委員 

欠席委員 佐藤委員、松山委員 

関 係 課 ＜健康福祉課地域福祉・高齢介護グループ＞遠山主幹、柏倉主査 

事 務 局 ＜地域課＞小柳係長、小熊副主査、池田主事 
 

議 題 （１）取り組みたい事項について 

会議内容 

及び 

決定事項等 

①取りまとめ結果及び過去の自治協提案事業について報告 

 

○ 事務局より、各委員から提案された「取り組みたい事項について」を一覧

にした資料を基に説明がありました。 

○ 提案の中で、中央地域保健福祉センターの廃止に伴った入舟健康センター

等への機能移転について詳しく知りたいという意見があったため、健康福

祉課より、説明がありました。 

○ 事務局より、第 2 部会の過去の自治協定案事業について説明がありまし

た。 

 

②実施事業について意見交換 

 

○ 今後どのような活動をしていくか検討し、以下のような意見が出ました。   

・ 提案の中には、他の組織でやっている活動もあるので、コラボやそ

の組織の支援をしたい。 

・ 他の組織で取り組んでいることはそこに任せて、第 7 期のように提

案型事業で提案された地域課題をお手伝いしたり、中央区が力を入

れている子育て支援に関する事業を取り組んだりしたい。 

・ 第 7 期に行った提案型事業を、PR 方法を工夫して継続したい。 

・ 提案にあった子どもの虐待、ネグレクト、貧困への支援は踏み込む

のが難しいのではないか。 

・ 人口減少問題への取り組みとして若者の出会いの場や、結婚の支援

をしたい。 

・ 母子家庭、父子家庭のために、労働時間・給与の面で支援すること

は、企業の社会的責任の一つである。これを推進していく活動も子

育て支援になる。 

・ 提案されたものは、部会で取り組むには解決が難しい大きな問題ば

かりである。問題を抱えている人が、社会の一員であると自覚し、
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自分から発信して動けるようなお手伝いをしていきたい。 

 

 

○ 次回の部会でも意見交換をし、どのような活動をするか検討する予定で

す。 

 

そ の 他 
 

 
 


